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Abstract: This study introduces an editing system for writing Japanese texts with vocabulary that is more 
accessible to non-native speakers of Japanese. The system, Kabuto editor, will automatically identify the 
word level by color-coding words based on a predefined word list. The word list can be compiled by each 
user, so that they can personally identify word levels based on their own criterion. Word level evaluation 
function is invoked by clicking on the “analyze word level button” which appears at the bottom of the editor. 
Kabuto is written in Java programming language, as to be compatible with any type of OS. 
キーワード：単語レベル、形態素解析、「げんき」シリーズ、初出課	 

 
１.	 はじめに	 

	 教師が教材を作成する際には、対象とする学

習者のレベル等に応じて文を書き換え、難易度

を調節する必要がある。また、非日本語母語話

者に対する広報の際には、平易な文に書き換え

る配慮が求められる。我々は、このような書き

換え作業を支援する単語レベル判定機能付き

エディタ「かぶとエディタ」を開発し、公開し

ている (柴田ら, 2013)(富谷ら, 2014)(住田・北村, 
2014)。 
	 本システムは、利用者が入力した文章中の単

語をレベルごとに色分け表示できるエディタ

である。こういった機能は、語彙チェッカー (川
村, 1998) でも実現されている。また、J-LEX (松
下, 2014)、「これやさしいか」(伊藤ら, 2014) で
も単語のレベルを表示することができる。しか

し、かぶとエディタがその他のシステムと大き

く異なるのは、利用者が作成した単語リストに

基づいて単語を色分け表示可能な点にある。本

稿ではこのシステムについて説明する。 
	 

２.	 かぶとエディタの機能と仕組み	 

2.1	 概要	 

	 エディタとは Microsoft (MS) Windowsのメモ
帳のような文章編集のためのソフトウェアを

いう。かぶとエディタは単語レベル判定機能を

付与したエディタである。このシステムのスク

リーンショットを図 1に示す。このエディタは、
上部の編集エリアと下部の単語数表示エリア

に分割されている。 
編集エリアでは、ファイルのオープン、保存、

テキストのカット、コピー、ペーストなどエデ	 

 
図 1	 かぶとエディタのスクリーンショット	 

	 

ィタとしての基本的な操作を行うことができ

る。そして、単語数表示エリアにある「レベル

判定」ボタンをクリックすると、単語リストに

基づいて編集エリアに入力されている単語の

レベルを判定し、それに応じて色分け表示する。

この操作はショートカットキーで行うことも

できる。一方、単語数表示エリアには各レベル

の単語数を表示し、文章のおおまかなレベルを

把握できるようにしている。 
	 このエディタはプログラミング言語 Java を
用いて開発されているため、Windowsのみなら
ず、MacOS Xや Linuxなどの OS上でもプログ
ラムの変更なしで動作させることができる。	 

2.2	 単語リスト	 

教師の使いやすさに配慮し、単語リストは

MS Excel のファイルとして作成するようにし
た。単語リストの構造もシンプルにしてあり、



1 列目に単語の基本形、2 列目にレベルに対応
する文字列 (「第１課」、「初級」など) を記
載するだけである。単語リストの切り替えは、

メニューから当該のファイルを選択するだけ

で完了する。 
単語リストは、授業で使用している教科書、

対象とする学習者のレベルや専門分野など

様々な基準で作成することができる。このよう

にして作成された単語リストを教員間や組織

間で共有したり統合したりすれば、相互に利益

があると考えられる。 
しかし、現実問題として、単語リストの作成

には時間と労力を要する。そこで、かぶとエデ

ィタにはジャパンタイムズ社の「げんき」シリ

ーズに対応した単語リストを同梱している．こ

れを利用することによって、「げんき」シリー

ズの初出課 (教科書内で当該単語が初めて現れ
た課) に基づいたレベル分けが可能である。こ
の教科書の副教材を作成したり、試験問題を作

成したりする作業の省力化に寄与する。	 

2.3	 単語レベル判定の仕組み	 

	 単語のレベルを判定しエディタに表示する

までには以下の手順を踏む。 
(1) 単語リストの読み込み (起動時) 
(2) 入力文章の形態素解析 
(3) 解析結果と単語リストの比較、レベル判定 
(4) 単語の色分け表示 
	 従来、かぶとエディタでは形態素解析器とし

てヤフー株式会社が公開している Yahoo!デベ
ロッパーネットワークの日本語形態素解析 API
のみ利用可能であった。しかし、利用者からの

要望を受け、Windows上で利用する場合に限り
MeCab (工藤, 2006)も選択可能とした。 
	 形態素解析により、文章は形態素ごとに分割

され、形態素の表記、読み、品詞、基本形など

の情報が得られる。形態素の基本形が単語リス

ト内に存在すれば、対応するレベルを当該の形

態素のレベルとする。対応する単語が単語リス

トに含まれない場合は「リスト外」とする。  
	 そして、形態素をレベルごとに指定した色に

変更し、編集エリアに表示する。さらに、単語

数表示エリアに各レベルの単語の出現数を表

示し、おおまかに文章のレベルを判断できるよ

うにした。	 

2.4	 形態素表示モード	 

	 上述のようにかぶとエディタでは 2種類の形
態素解析器を利用できるが、これらは形態素の

分割の仕方が異なる点に注意が必要である。す

なわち、かぶとエディタでは (語彙チェッカー

でも同様だが)、単語リスト内の単語と形態素解
析器により分割された形態素の基本形とが一

致していなければ、レベル判定が行われない。

つまり、単語リスト内の単語は、使用する形態

素解析器の分割の仕方に合わせておく必要が

ある。 
	 そのため、かぶとエディタは形態素解析の結

果を表示する形態素表示モードを備えている。

このモードでレベル判定を実行すると形態素

の間に縦棒が挿入され、形態素分割の単位を把

握することができる。 
	 

３.	 おわりに	 

利用者が独自に設定した単語レベルに基づ

いて文章中の単語を色分け表示する「かぶとエ

ディタ」を開発した。このシステムを利用すれ

ば文章の難易度調整の作業が効率化できる。す

でにこのシステムは日本語教育機関で試用さ

れ、そこで行われたアンケート調査にて高評価

が得られている (北村ら, 2014)。今後、単語リ
ストの充実に向けた取り組みを進めていく。 
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